
第215号 （４）鎌 ケ 谷 市 議 会 だ よ り

議
案
に
対
す
る
質
疑

議
案
に
対
す
る
質
疑

令和８年８月15日

（お知らせ）次の議会だよりは、11月15日（日）発行予定です

各
会
派
の
代
表
者
が
市
長
の
提
出

議
案
（
６
月
会
議
）
に
対
し
て
、
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し
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し
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政

友

会
宗
川
　
洋
一

公

明

党
小
易
　
和
彦

○
議
案
第
１
号

問　

デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法

等
が
一
部
改
正
さ
れ
た
背
景
と
経

緯
、
そ
れ
に
伴
う
本
条
例
改
正
の

概
要
と
具
体
的
な
対
応
や
期
待
さ

れ
る
効
果
を
伺
い
ま
す
。

答　

国
は
デ
ジ
タ
ル
ニ
ー
ズ
の
進

展
を
踏
ま
え
、
行
政
手
続
き
に
お

け
る
書
面
掲
示
の
在
り
方
を
見
直

す
た
め
法
律
を
改
正
し
、
個
別
法

を
根
拠
と
す
る
不
利
益
処
分
を
行

う
際
の
聴
聞
及
び
弁
明
の
機
会
の

付
与
の
通
知
に
お
け
る
公
示
送
達

の
方
法
と
し
て
、
従
来
の
掲
示
場

へ
の
紙
で
の
掲
示
の
ほ
か
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
へ
の
掲
載
を
通
じ
て
デ

ー
タ
で
も
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
改
正
に
伴
い
市
で
は
条

例
ま
た
は
規
則
に
基
づ
く
不
利
益

処
分
に
お
け
る
公
示
送
達
の
方
法

と
し
て
、
国
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
へ
の
掲
載
を
加
え
る
条
例

改
正
を
行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

公
示
事
項
を
掲
示
場
へ
紙
で
掲
示

す
る
こ
と
に
加
え
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
に
設
け
た
電
子
掲
示
場
へ

も
掲
載
し
ま
す
。
情
報
通
信
技
術

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来

の
掲
示
場
へ
の
掲
示
と
比
較
し
て

名
宛
人
へ
通
知
が
届
く
可
能
性
が

高
ま
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
議
案
第
２
号

問　

総
務
事
務
に
要
す
る
経
費
と

庁
舎
管
理
に
要
す
る
経
費
に
つ
い

て
の
事
業
の
概
要
と
補
正
予
算
に

計
上
し
た
経
緯
、
ま
た
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま
す
。

答　

市
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
各

所
属
に
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
及
び
通

話
録
音
用
イ
ヤ
ホ
ン
マ
イ
ク
を
配

付
す
る
ほ
か
、
本
庁
舎
及
び
総
合

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
代
表
電
話

及
び
各
課
直
通
の
電
話
回
線
に
通

話
録
音
の
事
前
告
知
を
行
う
音
声

ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
及
び
全
通
話
録

音
装
置
を
導
入
し
ま
す
。

　

経
緯
と
し
て
は
、
市
で
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
事
案
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
国
に
お

い
て
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進

並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及

び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
令
和
７
年
６
月
に
公
布
さ
れ
、

令
和
８
年
10
月
に
施
行
さ
れ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
速
や
か
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
Ｉ

Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
及
び
通
話
録
音
用

イ
ヤ
ホ
ン
マ
イ
ク
の
配
付
は
本
年

８
月
頃
、
事
前
通
話
録
音
告
知
及

び
全
通
話
録
音
装
置
の
導
入
は
本

年
10
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

保
育
園
改
修
事
業
に
つ
い
て

事
業
の
概
要
と
補
正
予
算
に
計
上

し
た
経
緯
を
伺
い
ま
す
。

答　

公
立
保
育
園
の
防
犯
対
策
の

強
化
を
図
る
た
め
、
粟
野
保
育
園

を
除
い
た
鎌
ケ
谷
、
道
野
辺
、
南

初
富
保
育
園
の
３
園
の
玄
関
を
暗

証
番
号
に
よ
る
開
錠
式
の
自
動
ド

ア
に
改
修
し
ま
す
。
不
審
者
等
へ

の
対
応
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
送

迎
の
時
間
帯
に
、
玄
関
付
近
に
市

職
員
を
配
置
し
て
安
全
管
理
を
講

じ
て
い
ま
し
た
が
、
市
職
員
を
常

時
配
置
す
る
こ
と
が
困
難
な
時
間

○
議
案
第
１
号

問　

デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法

の
基
本
理
念
で
あ
る
利
用
の
機
会

等
の
格
差
の
是
正
に
関
す
る
市
の

取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
不
慣
れ
な

方
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
令
和

７
年
度
に
国
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
支

援
推
進
事
業
を
活
用
し
、
公
民
館

等
の
公
共
施
設
に
お
い
て
市
民
を

対
象
に
ス
マ
ホ
講
座
を
合
計
15
回

実
施
し
、
380
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
を
対
象
に

ス
マ
ホ
の
基
本
操
作
を
習
得
す
る

教
室
を
４
回
開
催
し
、
60
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中

に
お
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

利
用
環
境
の
整
備
や
デ
ジ
タ
ル
に

不
慣
れ
な
方
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
行
い
、
市
民
が
等
し
く
デ
ジ
タ

ル
化
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
議
案
第
２
号

問　

母
子
保
健
に
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
、
不
妊
検
査
費
助
成
の
対

象
者
と
し
て
、
検
査
受
検
時
の
妻

の
年
齢
を
43
歳
未
満
と
し
た
根
拠

と
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
市
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　

早
期
不
妊
検
査
費
助
成
事
業

の
助
成
年
齢
に
つ
い
て
は
、
千
葉

県
の
補
助
制
度
の
要
件
と
同
様
に

設
定
し
て
お
り
、
体
外
受
精
や
顕

微
授
精
と
い
っ
た
不
妊
治
療
の
保

険
適
用
と
な
る
妻
の
年
齢
が
治
療

開
始
の
時
点
で
43
歳
未
満
で
あ
る

こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
ま
す
。

　

近
隣
市
で
は
保
険
診
療
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
な
い
不
妊
治
療
先

進
医
療
に
関
す
る
助
成
や
不
育
症

検
査
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
が
、
市
と
し
て
は
、
閣
議
決

定
し
て
い
る
国
の
不
妊
治
療
の
保

険
適
用
に
係
る
方
針
に
基
づ
き
、

令
和
４
年
４
月
か
ら
体
外
受
精
や

顕
微
授
精
と
い
っ
た
生
殖
補
助
医

療
が
保
険
適
用
と
な
り
、
今
後
も

保
険
適
用
と
な
る
不
妊
治
療
が
拡

充
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら

国
の
動
向
を
見
極
め
る
と
と
も
に

千
葉
県
や
近
隣
市
の
動
向
、
財
政

的
な
負
担
な
ど
を
含
め
て
継
続
的

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

立

憲

民

主

党
津
久
井
　
清
氏

○
議
案
第
１
号

問　

改
正
に
よ
る
市
民
へ
の
影
響

と
、
氏
名
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
す
る
に
当
た
り
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
講
じ
る
措

置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

市
で
は
過
去
約
20
年
間
に
お

い
て
本
条
例
に
基
づ
く
公
示
送
達

を
行
っ
た
案
件
は
な
い
こ
と
か
ら

今
後
も
市
民
へ
の
直
接
的
な
影
響

は
少
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
条
例
の
施
行
後
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
電
子
掲
示
場

に
公
示
事
項
を
掲
載
す
る
予
定
で

す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
内
に
掲

載
さ
れ
た
文
字
等
は
検
索
エ
ン
ジ

ン
等
で
容
易
に
検
出
さ
れ
て
し
ま

う
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

観
点
か
ら
、
氏
名
が
検
索
さ
れ
に

く
く
す
る
措
置
と
し
て
、
文
書
を

画
像
デ
ー
タ
と
し
て
加
工
す
る
と

と
も
に
、
目
的
外
利
用
や
転
載
等

を
禁
じ
る
旨
の
注
意
喚
起
を
行
う

な
ど
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に

基
づ
き
、
適
切
に
運
用
し
て
い
き

ま
す
。

○
議
案
第
２
号

問　

近
隣
商
業
拠
点
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
市
債
な
ど
を
追
加
し
て

事
業
の
推
進
を
図
る
理
由
を
伺
い

ま
す
。

答　

北
初
富
駅
は
鎌
ケ
谷
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て

帯
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
対
策

の
強
化
を
迅
速
に
図
る
た
め
、
今

補
正
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
粟
野
保
育
園
を
除
く
３

園
は
す
で
に
自
動
ド
ア
や
ス
ラ
イ

ド
ド
ア
が
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め

比
較
的
短
時
間
で
の
工
事
が
可
能

で
あ
る
一
方
、
粟
野
保
育
園
は
両

開
き
の
ド
ア
の
た
め
、
玄
関
ド
ア

全
体
の
改
修
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
今
後
実
施
を
検
討
し
て
い

る
大
規
模
修
繕
工
事
と
併
せ
た
改

修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

粟
野
保
育
園
及
び
鎌
ケ
谷
保
育
園

市
民
の
健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ

実
施
機
会
の
創
出
、
地
域
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
観
点
で
高

い
公
益
性
が
認
め
ら
れ
、
助
成
対

象
事
業
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

市
民
が
快
適
で
安
全
に
利
用
で
き

る
駅
前
空
間
の
創
出
を
整
備
方
針

と
し
て
定
め
て
い
ま
す
が
、
本
事

業
地
に
お
い
て
、
所
有
者
不
明
土

地
を
含
む
地
権
者
の
ご
理
解
に
よ

り
全
て
の
用
地
を
確
保
で
き
た
こ

と
か
ら
、
早
期
の
効
果
発
現
を
図

る
た
め
事
業
を
推
進
す
る
も
の
で

す
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金

に
つ
い
て
、
助
成
金
が
得
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
理
由
と
、
こ
れ
ま

で
に
当
該
助
成
金
を
受
け
た
実
績

と
事
業
を
伺
い
ま
す
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金

は
世
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
ア

ス
リ
ー
ト
の
育
成
や
、
地
域
に
お

い
て
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

誰
も
が
い
つ
で
も
身
近
に
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
る
環
境
整
備
な
ど
の

取
組
を
対
象
に
助
成
さ
れ
る
も
の

で
、
募
集
要
項
の
採
択
要
件
と
し

て
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推
進
や

ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
整
備
な
ど
に
寄

与
す
る
事
業
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

助
成
決
定
機
関
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

振
興
事
業
助
成
委
員
会
へ
は
、
個

別
事
業
評
価
に
つ
い
て
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
想

定
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
採
択
さ

れ
た
鎌
ケ
谷
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

は
、
幅
広
い
年
代
の
方
が
参
加
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り

で
は
、
不
審
者
対
応
と
し
て
本
年

５
月
か
ら
保
護
者
確
認
用
の
名
札

を
配
付
し
て
お
り
、
園
内
に
入
る

際
に
は
名
札
を
着
用
す
る
こ
と
で

一
目
で
保
護
者
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
当
該
助
成

金
を
受
け
た
実
績
と
事
業
は
、
令

和
元
年
度
に
陸
上
競
技
場
の
ハ
ー

ド
ル
設
置
事
業
で
433
万
３
千
円
、

平
成
30
年
度
に
陸
上
競
技
場
の
人

工
芝
化
等
事
業
で
１
億
３
千
840
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※審議の詳細な内容については、９月上旬に市議会ホームページに掲載される会議録をご覧ください。

議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果

議案第１号 鎌ケ谷市ホテル等の建築規制に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 原案可決 全会一致

議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果

議案第１号 鎌ケ谷市行政手続条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第２号 令和８年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致

議案第３号 国登録有形文化財澁谷家住宅保存整備工事請負契約の締結について 同　　意 全会一致

同意案第１号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

同意案第２号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

同意案第３号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

同意案第４号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果

発議案第１号 鎌ケ谷市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

発議案第２号 鎌ケ谷市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 原案可決 全会一致

議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果

同意案第５号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

同意案第６号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

同意案第７号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

同意案第８号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

同意案第９号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

同意案第10号 鎌ケ谷市農業委員会委員の任命について 同　　意 全会一致

発議案第１号 令和９年度介護報酬改定及び介護保険制度改正に向けた意見書 原案可決 全会一致

令和８年５月会議の審議結果一覧

令和８年６月会議の審議結果一覧

　

請
願
・
陳
情
は
ど
な
た
で
も
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

各
会
議
で
審
議
を
希
望
す
る
場
合
は
、
議
会
事
務
局
窓
口
へ
直
接

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

請
願
書
は
、
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。（
※
陳
情
書
は
不
要
）

　

要
旨
は
簡
潔
、
明
瞭
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

内
容
が
多
方
面
に
わ
た
る
場
合
は
、そ
れ
ぞ
れ
別
の
請
願
書（
陳

情
書
）
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
郵
送
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
そ
の
写
し
を
全
議

員
に
配
付
し
ま
す
が
、
審
議
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
願
・
陳
情
を
提
出
さ
れ
る
方
へ


